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た。 いつもと 違って 人間の 香が する。 熱い ので 明けて 

ある 窓から は 人の 呼吸が 静かに 漏れる。 人 は 皆な 寝て 

居る の だ。 犬 は 羨ましく 思いながら 番をして 居る。 犬 

は 左右の 眼で 交る 交る 寝た。 そうして 何 か 物音が する 

度に 頭 を 上げて、 燐の ように 輝く 眼を睜 いた。 種々 

な 物音が する。 しかし この 春の 夜の 物音 は 何れも 心 を 

押し 鎮める ような 好い 物音であった。 何と は 知らず 周 

囲の 草の 中で、 がさがさ 音が して 犬の 沾れて 居る 口の 

端に 這い 寄る ものが ある。 木の 上で は睡 つた 鳥の 重リ 

で枯 枝の 落ちる 音が する。 近い 街道で は 車が 軋る。 中 

に は 重荷 を 積んだ 車の やや 劇しい 響 をさせる の も ある _ 



レリ ャは 別荘の 方に 向いて、 「お 母 あさん も 皆 も 来 

て 御覧。 私 今 クサ 力 を 摩って 居る の だから」 といった _ 

子供た ち 大勢が わ やわ やい つて 走り 寄った。 クサ 力 

の 方で はや や 恐怖心 を 起して 様子 を 見て 居た。 クサ 力 

の 怖れ は 打 たれる 怖れで はない。 最早 鋭い 牙 を、 よし 

や 打 たれても この 人た ちに 立てる ことが 出来ぬ ように 

なった の を 怖れる の だ。 平生の 人間に 対する 憤りと 恨 

みとが、 消えた ために、 自ら 危ん だの だ。 どの 子 もど 

の 子 も 手 を 出して 摩る の だ。 摩られる 度に、 犬 はび く 

びくした。 この 犬の ために はま だ 摩られる のが、 打た 

れ るよう に 苦痛な のであった。 



(明治 四十 三年 一 月) 
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